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8.1. SOA に基づく PM プロセスの妥当性 
 本稿では，ソフトウェア開発 PM プロセスとサービスの関

連を表す3層モデルを提案した．次に，従来のWebサービ

スにおけるサービス条件から，ソフトウェア開発管理サービ

スの条件を定義した．これらによって，ソフトウェア開発 PM
への SOA の適用を明確にした． 

ソフトウェア開発 PM の工程をサービス単位とし，ソフトウ

ェア開発管理サービスは独立した機能を提供できる．開発

管理サービスの協調によってソフトウェア開発PMを実行す

ることで，各サービス内の作業やデータの交換が隠蔽され，

サービス単位の制御とサービスのインタラクションのみを考

慮することで，PM が可能となる。また，開発プロセスと PM
プロセスを記述し，実行することで統一的な方法でソフトウ

ェア開発プロジェクトの実行と管理が可能となる． 
8.2. リソース管理サービスの妥当性 
 本稿ではリソース管理を行うために，リソース管理サービ

スを提案した．リソース情報として，担当者情報とタスク情報

を定義し，リポジトリに格納した．リソース管理を開発サービ

スや開発管理サービスとは独立したサービスとし，オペレ

ーションをインタフェースとして公開することで，開発プロセ

スと PM プロセス，担当者などからプロジェクトの実行時に

動的にリソース情報の割り当てと変更などの操作をすること

を可能とした．これらにより，リソース情報の割り当て，担当

者の決定，進捗の取得が可能となる．  

8.3. プロトタイプによる妥当性の確認 
 プロトタイプにより，開発プロセスと PM プロセスの並列実

行によって，統一的な方法でプロジェクトが実行可能となる

ことを確認した．また，リソース情報を Web サービスから設

定，変更することでプロジェクトの実行時に動的に担当者情

報などのリソース情報を操作できるのを確認した．さらに，

監視モニタを用いて進捗を確認することで，進捗に応じてリ

ソースの再割り当てが可能であることを確認した． 
 
9. 今後の課題 
(1) WS-HumanTask に基づく開発サービスの導入 
 現在のプロトタイプでは，タスクの詳細な情報を扱ってい

ない．そこで，関連研究[3]のモデルに基づく開発サービス

を実装することで，インタフェースを用いてプロセスから直

接タスクの詳細な状態を操作し，タスク情報の操作，担当者

の決定と変更が可能となる． 
(2) 各知識領域に対応した監視ツールの作成 
 本稿では，コストとスケジュールのみを対象とした監視ツ

ールを実装した．しかし，実際のプロジェクトでは様々な知

識領域に対してマネジメントを行う必要がある．今後，

PMBOK で定義されるすべての知識領域に対してマネジメ

ントを可能とする監視ツールを作成する必要がある． 
 
10. まとめ 
 本稿では，ソフトウェア開発PMプロセスをサービスの複合

体と考え，ソフトウェア開発 PM におけるサービス指向の適

当を適用した．ソフトウェア開発PM における SOA の 3 層モ

デルを提案し，サービス条件を比較することでソフトウェア開

発管理サービスが満たすべき条件を定義した．これらにより，

SOA に基づくソフトウェア開発 PM プロセスの提案を行った．

また，リソース情報の定義とリソース情報を管理するリソース

管理サービスを提案した．さらに，プロトタイプを作成し，提

案手法によるプロジェクトの実行を確認した． 
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